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て縦覧に供する場所としております。 



  

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第48期 

第３四半期連結 
累計期間 

第49期 
第３四半期連結 

累計期間 
第48期 

会計期間 
自平成23年４月１日 
至平成23年12月31日 

自平成24年４月１日 
至平成24年12月31日 

自平成23年４月１日 
至平成24年３月31日 

売上高（百万円）  36,809  37,612  48,929

経常利益（百万円）  1,066  1,263  1,423

四半期（当期）純利益（百万円）  215  591  423

四半期包括利益又は包括利益 

（百万円） 
 40  671  385

純資産額（百万円）  14,266  15,035  14,630

総資産額（百万円）  24,600  25,935  25,575

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
 21.72  59.69  42.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  57.9  57.7  57.0

回次 
第48期 

第３四半期連結 
会計期間 

第49期 
第３四半期連結 

会計期間 

会計期間 
自平成23年10月１日 
至平成23年12月31日 

自平成24年10月１日 
至平成24年12月31日 

１株当たり四半期純利益金額

（円） 
 75.44  78.35

２【事業の内容】
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当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。  

   

    当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。 

(1）業績の状況 

当第３四半期連結累計期間における経営成績は、「リゾート挙式」におきましては、原点に立ち返って、リゾ婚

事業への経営資源の集中と認知度向上を図ってまいりました。挙式を検討されるカップルに対して、家族の絆をよ

り大切にできる新たな価値を提供すべく、リゾート挙式と国内での披露パーティを組み合わせた「リゾ婚ハート」

を新しい結婚式のスタイルとして提案いたしました。また成長市場であるアジアにおきましては、シンガポールの

文化遺産施設である大聖堂「チャイムス・ホール」が通年稼働したことにより、挙式取扱組数、婚礼単価共に増加

し、堅調に推移いたしました。 

「ホテル・国内挙式」におきましては、東日本大震災で閉鎖を余儀なくされた「メルパルク仙台」の通年稼動や

「目黒雅叙園」の創業85周年記念プランの販売により、受注拡大に取り組んでまいりました。 

以上の結果、当社グループの業績は、売上高37,612百万円（前年同四半期比2.2％増）、営業利益1,117百万円

（同19.8％増）、経常利益1,263百万円（同18.4％増）、四半期純利益591百万円（同174.8％増）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、以下の数値は、セグメント間の取引消去後となっておりま

す。 

 ① リゾート挙式 

アジア人の挙式取扱組数が増加したものの、日本人のリゾ婚取扱組数はやや減少し、売上高は15,509百万円

（前年同四半期比0.6％減）となりましたが、固定費の削減により営業利益は1,097百万円（同41.7％増）とな

りました。 

 ② ホテル・国内挙式 

震災影響から回復し、売上高は22,103百万円（同4.2％増）となったものの、固定費が増大した結果、営業

損失は3百万円（前年同四半期営業利益130百万円）となりました。 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(3）研究開発活動 

該当事項はありません。 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  

 該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。 

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  22,000,000

計  22,000,000

種類 
第３四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成24年12月31日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成25年２月１日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  9,909,400  9,909,400

東京証券取引所 

（市場第一部） 

大阪証券取引所 

（市場第一部） 

単元株式数 

100株  

計  9,909,400  9,909,400 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（百万円） 

資本金残高 
（百万円） 

資本準備金増
減額（百万
円） 

資本準備金残
高（百万円） 

平成24年10月１日～ 

平成24年12月31日  
 －  9,909,400  －  4,176  －  4,038

（６）【大株主の状況】
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 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。 

①【発行済株式】 

②【自己株式等】 

  

該当事項はありません。  

  

（７）【議決権の状況】

  平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式          300 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式    9,905,500  99,055 － 

単元未満株式 普通株式       3,600 － － 

発行済株式総数  9,909,400 － － 

総株主の議決権 －  99,055 － 

  平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有株
式数（株） 

他人名義所有株
式数（株） 

所有株式数の合
計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

ワタベウェディン

グ株式会社 

京都市下京区烏丸

通仏光寺上る二帖

半敷町671番地 

 300  －  300  0.0

計 －  300  －  300  0.0

２【役員の状況】

- 4 -



１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,336 6,500

売掛金 1,812 1,552

商品及び製品 168 221

仕掛品 33 20

原材料及び貯蔵品 545 545

その他 1,345 2,168

貸倒引当金 △32 △29

流動資産合計 10,208 10,979

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,732 5,268

土地 2,603 2,604

その他（純額） 1,755 1,628

有形固定資産合計 10,090 9,502

無形固定資産 901 799

投資その他の資産   

差入保証金 3,278 3,270

その他 1,134 1,421

貸倒引当金 △39 △38

投資その他の資産合計 4,374 4,653

固定資産合計 15,366 14,955

資産合計 25,575 25,935

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,044 1,911

短期借入金 900 1,200

未払法人税等 307 90

前受金 2,172 1,855

賞与引当金 456 258

その他 2,354 3,215

流動負債合計 8,235 8,532

固定負債   

長期借入金 1,200 700

退職給付引当金 416 559

資産除去債務 567 587

その他 524 520

固定負債合計 2,708 2,367

負債合計 10,944 10,899

- 6 -



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,176 4,176

資本剰余金 4,038 4,038

利益剰余金 7,884 8,178

自己株式 △0 △0

株主資本合計 16,098 16,392

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 22 20

繰延ヘッジ損益 22 19

土地再評価差額金 △903 △903

為替換算調整勘定 △652 △562

その他の包括利益累計額合計 △1,510 △1,424

少数株主持分 43 67

純資産合計 14,630 15,035

負債純資産合計 25,575 25,935
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 36,809 37,612

売上原価 12,231 12,340

売上総利益 24,577 25,272

販売費及び一般管理費 23,644 24,155

営業利益 932 1,117

営業外収益   

受取賃貸料 43 43

受取補償金 49 38

その他 114 126

営業外収益合計 206 208

営業外費用   

支払利息 19 13

支払手数料 23 23

その他 29 25

営業外費用合計 73 62

経常利益 1,066 1,263

特別利益   

投資有価証券売却益 70 －

その他 15 －

特別利益合計 85 －

特別損失   

災害による損失 143 －

適格退職年金終了損 142 －

事業再編損 128 844

その他 52 64

特別損失合計 466 908

税金等調整前四半期純利益 684 354

法人税等 453 △228

少数株主損益調整前四半期純利益 231 583

少数株主利益又は少数株主損失（△） 15 △8

四半期純利益 215 591
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 231 583

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1 △1

繰延ヘッジ損益 △26 △2

土地再評価差額金 3 －

為替換算調整勘定 △163 90

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 1

その他の包括利益合計 △190 88

四半期包括利益 40 671

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 25 678

少数株主に係る四半期包括利益 14 △6
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（連結の範囲の重要な変更） 

 第１四半期連結会計期間より、ハルビン モダン アターシュ ガーデン有限公司を新たに設立したため、連結の

範囲に含めております。 

  

（減価償却方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 この変更による当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益への影響は軽微

であります。 

  

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  

 当社の連結子会社であるワタベエンタープライズ株式会社は、平成25年３月に賃貸借契約を終了する予定であ

り、その終了に伴う損失見込額を特別損失の「事業再編損」として計上しております。 

 これに伴い、関連する繰延税金資産の回収可能性を見直した結果、繰延税金資産412百万円を計上しておりま

す。 

  

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

【会計方針の変更】

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【追加情報】

- 10 -



当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

 配当金支払額 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

 配当金支払額 

  

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第３四半期連結累計期間 
（自  平成23年４月１日 
至  平成23年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年12月31日） 

減価償却費 百万円 1,425 百万円 1,336

のれんの償却額  45  46

（株主資本等関係）

  
（決議） 

  
株式の種類 

配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  148  15  平成23年３月31日  平成23年６月30日 利益剰余金 

平成23年10月31日 

取締役会 
普通株式  148  15  平成23年９月30日  平成23年12月１日 利益剰余金 

  
（決議） 

  
株式の種類 

配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日 

定時株主総会 
普通株式  148  15  平成24年３月31日  平成24年６月29日 利益剰余金 

平成24年10月31日 

取締役会 
普通株式  148  15  平成24年９月30日  平成24年12月３日 利益剰余金 
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Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  （注）１．セグメント利益の調整額28百万円には、セグメント間取引消去 9百万円、棚卸資産等の調整額18百万

円が含まれております。 

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  （注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額23百万円には、セグメント間取引消去20百万円、棚卸資産等

の調整額 2百万円が含まれております。 

 ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

（単位：百万円）

 

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

リゾート挙式 
ホテル・国内

挙式 

売上高           

外部顧客への売上高  15,606  21,203  36,809  －  36,809

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

 4,766  145  4,911  (4,911)  －

計  20,372  21,348  41,721  (4,911)  36,809

セグメント利益  774  130  904  28  932

（単位：百万円）

 

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

リゾート挙式 
ホテル・国内

挙式 

売上高           

外部顧客への売上高  15,509  22,103  37,612  －  37,612

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

 4,731  138  4,870  (4,870)  －

計  20,241  22,241  42,482  (4,870)  37,612

セグメント利益又は損失

（△） 
 1,097  △3  1,094  23  1,117
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 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

 該当事項はありません。 

平成24年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

   （注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行いました。 

  

（１株当たり情報）

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 銭 21 72 円 銭 59 69

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（百万円）  215  591

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円）  215  591

普通株式の期中平均株式数（株）  9,909,091  9,909,076

（重要な後発事象）

２【その他】

配当金の総額 148百万円 

１株当たりの金額    15円 

支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月３日 
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該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているワタベウェディ

ング株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１

日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ワタベウェディング株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。 

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

  平成25年１月30日

ワタベウェディング株式会社   

取締役会 御中   

  有限責任監査法人トーマツ   

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 大西 康弘  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 小林 洋之  印  

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 岩淵 貴史  印  

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 


